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	 溝上(2016)によれば、いわゆる PBL には問題解決型学習(problem-based learning)とプロジェクト








	 PBL 教育の方法論は、工学教育（高橋ほか（2002）(18)）、IT 教育（澤口（2012）(17)ほか）など幅
広い分野で議論されており(1)(5)、どちらかといえば社会科学系よりはむしろ理工学系教育においての
ほうが、教育効果が定量的に確認しやすく、教育方法論に関する研究事例も数多くある。駒谷（2009）
によれば、IT 分野の人材育成に関しては、日本経済団体連合会も 2005 年に「産官学連携による高度























おり、その中で以下のような大学で PBL に相当する大学教育を行っている。 
	 	 京都産業大学：企業と連携したオン・オフ・キャンパス・フュージョン PBL 教育を実施 
	 	 公立はこだて未来大学：企業・地域社会と連携してプロジェクト学習を行う 
	 	 立教大学：企業から課題をもらい PBL 教育を実施 
	 	 京都産業大学：企業と連携したオン・オフ・キャンパス・フュージョン PBL 教育を実施 
	 	 松本大学：地域づくり考房「ゆめ」を通して、学生が地域事業に参加する教育を実施 







を PBL 教育のテーマとして設定している大学は多い。 










































































減少がみられるが、平成 7 年から平成 27 年への 20 年間で、その減少率は 5％以下であり、比較的減
少率が少ないのは、こうした工業団地の存在なども作用しているのかもしれない(10)。福知山市の市民















































































































































































































































	 アンケートの結果、  
１）17 人中 14 名が具体的な職業を将来の職種としてあげ、特に臨床心理士とか理学療
法士といったかなり詳細な職業イメージを持っているものが多かった。  




特産物などを挙げたものは 7 名で 41％であり、郷土への愛着も必ずしも具体的なもの
を媒介にしていない実態として見ることができた。  
	 以上の結果から、若年世代が将来地元にとどまり地元の産業や社会を支えていくには、
a)	 将来の職場となる産業を地元に確保すること  
b)  郷 ⼟ へ の 愛 着 や 郷 ⼟ 意 識 を 醸 成 す る た め の 資 源 ・ 資 産 を 発 掘 し 意 識 化 す る こ と  
の２点が必要であると結論付けた。  




ることについてアンケートで尋ねると、 17 名中知っていると答えたものは 1 名だけで
あった。また福知山の二俣和紙については、現在まだ一人の職人が生産しているという








































































































































































































































l 7 月 3 日（日）朝刊２４面「整備中の明智やぶ見学、福知山環境会議	 住民が思い出語る」	
l 7 月 9 日（土）朝刊２４面「竹林照らす灯籠手作り、9 月 17 日に「光の祭り」福知山公立大
生ら企画」	
l 9 月 18 日（日）朝刊２２面「由良川ほとり灯籠を飾る、福知山の小中学生と手づくり、公立
大生、光の催し」	
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